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戦
争
な
ど
現
代
社
会
を
表
現

ドン・キホーテin犬山―家族とふる里への手紙
元市長・石田芳弘さんの赤裸々な自分史

芸術監督

さんフール・アル・カシミ

　自民党田中派の重鎮・江崎真澄の秘書として政治生活をスタートさ
せ、県議を経て、犬山市長として教育政策で名をはせた石田芳弘さんは
2007年、民主党の推薦で愛知県知事選挙に出馬。自民と公明が支え
る現職・神田知事との一騎打ちで知事選史に残る大接戦を演じた。
これが2年後の総選挙での民主党政権へとつながる。幾多の選挙に
挑み続けた石田さんの情熱の根本には、金権政治への嫌悪と、民衆
と郷土への深い愛があり、それが比類ない“人間力”となって多くの
人々を魅了し続けたのだった。そんな石田さんの本音が自身の言葉
で綴られた好著。（風媒社刊）

　

日
本
に
お
け
る
精
神
科
病
院
で
の
処
遇
が
人
権
上
問
題
が
あ
る
と
の
指
摘
を

受
け
て
昨
年
、精
神
保
健
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、県
に
よ
る
研
修
を
受
け
た

「
訪
問
支
援
員
」が
入
院
者
か
ら
悩
み
や
要
望
な
ど
を
聞
き
取
る
事
業
が
始
ま
っ

た
。今
年
度
は
そ
の
訪
問
支
援
員
養
成
研
修（
定
員
50
人
）が

9
月
6
、7
日
に
行
わ
れ
、そ
の
受
講
申
し
込
み
を
8
月
6
日

ま
で
受
け
付
け
て
い
る
。研
修
の
詳
細
と
申
し
込
み
は

Q
R
コ
ー
ド
で
。（
一
社
）愛
知
県
精
神
保
健
福
祉
士
協
会

国際芸術祭
「あいち2025」

　

愛
知
県
で
6
回
目
と
な
る
国

際
芸
術
祭
が
、今
年
9
月
13
日
か

ら
11
月
30
日
の
間
、名
古
屋
栄
の

愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
や
瀬
戸

市
の
街
中
で
開
か
れ
る
。今
回
は

ア
ラ
ブ
出
身
の
女
性
監
督
を
起

用
、「
灰
と
薔
薇
の
あ
い
ま
に
」と

い
う
テ
ー
マ
も
、戦
火
が
激
化
す

る
中
東
情
勢
を
反
映
し
て
話
題

と
関
心
を
呼
ん
で
い
る
。

　

カ
シ
ミ
監
督
は
、U
A
E
の
シ
ャ

ル
ジ
ャ
美
術
財
団
理
事
長
兼
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
で
、現
代
芸
術
の
国
際

展
覧
会
で
豊
富
な
経
験
を
積
む
。

「
ガ
ザ
や
レ
バ
ノ
ン
で
親
族
を
亡
く

し
た
友
人
も
多
く
、私
自
身
苦
し

み
は
非
常
に
身
近
で
す
」と
パ
レ

ス
チ
ナ
問
題
に
共
感
を
寄
せ
、今

回
の
テ
ー
マ
に
込
め
た
平
和
へ
の

強
い
思
い
を
隠
さ
な
い
。選
ん
だ

61
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
中
東
や

ア
フ
リ
カ
、中
南
米
な
ど
非
欧
米

が
中
心
で
、女
性
や
カ
ラ
ー
ド（
有

色
人
種
）、少
数
民
族
な
ど
も
多

い
。戦
争
、環
境
破
壊
、南
北
格

差
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
、障
害
な
ど
、現

代
社
会
の
直
面
す
る
課
題
を
積

極
的
に
取
り
上
げ
る
作
品
も
。

　

6
年
前
の
愛
知
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
で
は
、従
軍
慰
安
婦
問
題
を
テ

ー
マ
に
し
た「
平
和
の
少
女
像
」が

一
部
の
反
発
を
招
き
混
乱
を
招
い

た
経
緯
に
つ
い
て
問
わ
れ
る
と
、

「
現
代
芸
術
は
、政
治
や
社
会
問

題
と
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。意
見
の
衝
突
は
珍
し
く
な

い
が
、あ
く
ま
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

表
現
の
自
由
を
大
切
に
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

　

廃
棄
さ
れ
た
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
が
原
因
の
火
災
事
故

が
激
増
し
て
い
る
。特
に
清
掃

作
業
の
現
場
で
は
作
業
員
が

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、

高
木
議
員
が
6
月
30
日
の
県

民
環
境
委
員
会
で
防
止
対
策

を
質
し
た
。ま
た
、国
に
よ
る

早
急
な
対
策
を
求
め
る
意
見

書
も
採
択
し
た
。

　

現
在
、使
用
済
み
の
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
は
、製
造
メ
ー

カ
ー
等
に
よ
っ
て
回
収・再
資
源

化
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、

メ
ー
カ
ー
不
明
品
や
破
損
、水

漏
れ
や
膨
張
し
て
い
る
も
の
、

電
池
が
機
器
か
ら
取
り
外
せ

な
い
も
の
な
ど
多
く
が
回
収
対

象
外
で
、自
治
体
に
よ
る
家
庭

廃
棄
物
回
収
に
紛
れ
込
ん
で

く
る
も
の
も
多

い
。こ
れ
が
パ
ッ

カ
ー
車
で
圧
縮

し
た
り
、破
砕
す

る
と
発
火
事
故

と
な
る
の
だ
。

　

分
別
取
り
組
み
が
進
む
名

古
屋
市
な
ど
で
は
、①
電
池

類
・
充
電
式
バ
ッ
テ
リ
ー
は
、

プ
ラ
ご
み
回
収
で
別
袋
に
入
れ

る
②
電
池
一
体
型
の
小
型
家

電
（
携
帯
扇
風
機
、ス
マ
ホ
、

ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ヤ
ホ
ン
、ゲ
ー
ム

機
な
ど
）は
、区
役
所
や
家
電

量
販
店（
堀
田
カ
イ
ン
ズ
）の

回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
③
充
電
式

家
電（
掃
除
機
、電
動
工
具
な

ど
）は
環
境
事
業
所
へ―

―

と

分
け
る
よ
う
P
R
に
努
め
て

い
る
。
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愛知県6月定例議会特集
県議会議員（あいち民主）

2025年7月号

米国関税対策、県が動く
　令和7年度に入り、あいち民主県議団は
天野正基団長（小牧市選出、4期）のもとで
新体制を発足させ、5月22日の臨時県議会
および6月県議会に臨みました。臨時県議会
では議長など議会内役員や委員会所属を
決定し、高木ひろし議員は、昨年に引き続く
県民環境委員会と、カーボンニュートラル
調査特別委員会の理事を務め、政治倫理
委員会の副会長に就任しました。
　6月県議会は6月19日から7月8日まで開か
れ、一般会計で120億8000万余円を増額す
る補正予算をはじめ、カスタマーハラスメント
防止条例など条例案7件、副知事選任など
議案19件を審議、可決しました。補正予算
の主な内容は、米国の一方的な関税引き上
げによって影響を受ける自動車関連などの
中小企業を融資面で支援する予算、就学支

援金（年額11万80 0 0円）の対象外だった
年収910万円以上世帯に対してこれを支給
するなど高校無償化を拡充する予算に加
え、国の緊急物価高対策の追加分など。
　米国の一方的なトランプ関税に対しては、
自動車産業の中心である本県への深刻な
影響が懸念されるため、知事を本部長とす
る対策本部を設置。いち早く融資制度など
の拡充や展示会出展などへの支援策をまと
め、国へ要望したほか、知事が米国大使に
面会して「日本企業が対米投資や雇用創出
により米国経済に世界で最も貢献している」
と訴えている。高校無償化については、国費
によって来年度私学助成の所得制限が撤廃
されることにより生じる県の「余剰予算」の
使途や、公立高校との関係などについて議論
が始まっている。

　

昨
年
秋
の
総
選
挙
で
、自
民
・
公
明
の
与
党
が
衆
議
院
で

過
半
数
を
失
っ
て「
少
数
与
党
」と
な
っ
て
か
ら
、国
会
の
様

子
が
激
変
し
ま
し
た
。予
算
案
の
修
正
が
2
度
も
行
わ
れ
、

社
会
保
障
や
教
育
に
関
わ
る
重
要
な
論
点
で
、野
党
と
合
意

し
な
け
れ
ば
国
会
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の

で
す
。こ
れ
は
国
民
の
側
か
ら
み
れ
ば
、本
来
あ
る
べ
き
議
会

の
姿
な
の
で
あ
っ
て
、  

民
意  

に
沿
っ
て
議
決
が
行
わ
れ
る

  

熟
議  

の
国
会
に
な
る
条
件
が
で
き
た
と
い
え
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、与
党
が
衆・参
の
両
方
で
安
定
過
半

数
を
持
っ
て
い
た
時
代
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
て
、2
0
1
2
年

か
ら
の
安
倍
・
岸
田
内
閣
の
自
公
政
権
が
例
外
的
で
し
た
。

与
党
内
さ
え
ま
と
め
れ
ば
、国
会
は
強
行
採
決
で
押
し
切
っ

て
し
ま
え
る
。そ
の
最
悪
の
例
が
、集
団
的
自
衛
権
容
認
の

閣
議
決
定（
2
0
1
4
年
7
月
1
日
）で
あ
り
、2
0
1
5

年
の
安
保
法
制（
い
わ
ゆ
る
戦
争
法
）の
成
立
で
し
た
。日
本

が
攻
撃
さ
れ
て
い
る
場
合
で
な
く
と
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
の

要
請
に
基
づ
き
自
衛
隊
が
参
戦
で
き
る
と
い
う「
平
和
憲
法

の
死
」で
あ
り
、立
憲
主
義
の
否
定
で
す
。

　

そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
の
が
、岸
田
内
閣
に
よ
る「
5
年

間
で
43
兆
円
」（
G
D
P
比
2
％
）と
い
う
途
方
も
な
い
軍
拡

の
対
米
約
束
で
し
た
。さ
ら
に
今
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、一
方
的

な
関
税
と
防
衛
費
G
D
P
比
3.5
％
と
い
う

「
べ
ら
ぼ
う
な
」負
担
を
日
本
に
迫
っ
て
い
ま

す
。こ
ん
な
ア
メ
リ
カ
の
身
勝
手
な
要
求

に
対
し
て
、は
っ
き
り
と「
N
O
」と
い
う
国

民
の
意
思
を
示
す
機
会
は
、こ
の
参
議
院
選

挙
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

べらぼうな米要求にNO!
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